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（ 年 月 日受理）

本工事記録は、瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（その ）の平成 年度、 年度の工事

概要、仕様、工程、主な出来事及び安全に関する記録などを取りまとめたものである。

工事の実績については、平成 年 月 日着工、平成 年 月 日竣工の瑞浪超深地層研

究所研究坑道掘削工事（その ）を対象に、平成 年 月 日から平成 年 月 日までの工

事完了部分について主に記載した。平成 年 月 日以降の実績については、瑞浪超深地層研

究所研究坑道掘削工事（その ）の建設工事記録に記載するものとする。

付録として、平成 年度、 年度工事の工事諸元算出資料、工事写真を添付した。
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This progress report presents an outline compilation of construction activities, primary 
tasks performed, construction progress and safety patrol report, in Fiscal Year 2016-2017. 

The outline of construction activities is a summary based on the scope of work planned in 
Fiscal Year 2016-2017: the main activities are based on the Tono Geoscience Center weekly 
reports; and the construction progress is based on the planned and actual schedules.  

Regarding the actual performance of the construction work of MIU part VI (March 16, 2016 
-March 15, 2018) performance carried out from April 1, 2016 until March 15, 2018 is 
described in this report and the performance started from March 16, 2018 is supposed to be 
described in progress report of construction work of MIU part VIII. 

The attached appendices have been provided: regarding content in technical specifications 
of fiscal year 2016-2017 in construction work of MIU part VII, also photos of construction 
activities. 
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まえがき

本工事記録は、平成 年 月から開始した瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事のうち、平成

年度、 年度に実施した工事（瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（その ）：以下、その

工事）の記録を取りまとめたものである。

主な出来事として、深度 研究アクセス南坑道においてポストグラウチングを実施した。ま

た、坑内外仮設備の維持管理作業に加えて、老朽化した設備のうち主立坑エレベーターのワイヤ

ーロープ、巻上機の制御盤（エレベーター用）、換気立坑巻上機の制御盤（スカフォード、キブル、

エレベーター用）の交換、配管の撤去や交換を実施した。

工事概要

工事目的

日本原子力研究開発機構（以下、原子力機構）が建設を進めている瑞浪超深地層研究所は、地

層処分技術に関する研究開発を行う深地層の研究施設のひとつであり、結晶質岩のうち花崗岩を

主な調査研究対象としている。瑞浪超深地層研究所は、立坑や水平坑道群から構成され、大深度

に研究坑道を掘削するための工学技術の適用性を評価すること、及び深部地質環境の総合的な地

層科学研究及び調査技術の開発の場としての役割を担うとともに、深地層に対する国民との相互

理解促進の場としてもその役割は大きい。ここで実施される地層科学研究は、研究坑道の掘削中

も並行して行われる。また地層科学研究は、地層処分研究開発の基盤となるだけでなく、地震研

究や地下空間を利用する研究等、深地層の特性を生かす学術的な研究に幅広く門戸を開き、国際

協力を含め関係する研究機関や大学等との協力を進めながら研究を実施していくこととしている。

一方で、瑞浪超深地層研究所が設置される場所は、東濃研究学園都市構想のインターガーデン

用地内であり、サイエンスワールドや瑞浪化石博物館等、広く一般市民に開かれた施設も多い。

このような環境の中で、瑞浪超深地層研究所も開かれた安全な施設であることが求められている。

研究坑道工事においては、上記のような施設の位置づけに鑑み、大深度に研究坑道を掘削する

ための工学技術の適用性を評価すること、及び深部地質環境の総合的な調査技術を開発するとと

もに、深地層に対する国民の理解醸成のために活用していくことを目的とする。
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瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事施工概要

その 工事は、瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（その ）（以下、その 工事）に引き続

き、その 工事で使用されていたスカフォード等の坑内掘削設備及び立坑巻上げ機、櫓設備、給

排水設備、排水処理設備、換気設備、コンクリートプラント、電気設備等の地上設備を用いて行

う。なお、工事の区分けとして主立坑の工事は 工区、換気立坑の工事は 工区とする。

その 工事は 工区：平成 年 月 日、 工区：平成 年 月 日に契約を締結し、準備

期間を経て、現場着手はその 工事が竣工した翌日の平成 年 月 日より引き続き実施して

いる。

工事名称、工期、工事場所

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）

自 平成 年 月 日

至 平成 年 月 日

施工会社：大林・大成・安藤ハザマ特定建設工事共同企業体（以下、 工区 ）

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）

自 平成 年 月 日

至 平成 年 月 日

施工会社：清水・鹿島・前田特定建設工事共同企業体（以下、 工区 ）

工事場所：岐阜県瑞浪市明世町山野内 地内（図 ）

図 工事場所（岐阜県瑞浪市）位置図

Ｎ

瑞浪超深地層研究所用地

0 1km
市境界線

土岐市街地

瑞浪市街地
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瑞浪超深地層研究所の施設概要

瑞浪超深地層研究所は地上施設と研究坑道からなる（図 ）。地上施設は、櫓設備、巻上設

備、給排水設備、換気設備、コンクリートプラント、排水処理設備、受変電設備、非常用発電設

備、資材置場、火工所、管理棟などからなる。研究坑道は、主立坑、換気立坑、深度 ごとに

主立坑と換気立坑をつなぐ予備ステージ、深度 ステージ、深度 ステージなどからなる。

図 瑞浪超深地層研究所の施設概要
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主な実施内容

その 工事では、 工区においては、超深地層研究所計画の必須の課題 のうち、「坑道埋め戻

し技術の開発」に関する内容として、再冠水試験に伴う深度 研究アクセス北坑道冠水坑道内

の環境整備として、排水、換気及び照明設備を設置した。 工区においては、「地下坑道における

工学的対策技術の開発」に関する内容として、深度 研究アクセス南坑道におけるポストグラ

ウチングを実施した。

また、坑内外仮設備の維持管理作業に加えて、老朽化した設備のうち主立坑エレベーターのワ

イヤーロープ、巻上機の制御盤（エレベーター用）、換気立坑巻上機の制御盤（スカフォード、キ

ブル、エレベーター用）の交換、配管の撤去や交換を実施した。

なお、深度 研究アクセス南坑道において、当該工事とは別途実施された「物質移動モデル

化技術の開発」に関する調査研究に対して、 工区にて作業協力及び支援を実施した。

主な実施内容の一覧を、表 、 に示す。

表 主な実施内容一覧表（ 工区）

年 月 日 記 事

～

～

～

～

～

～

～

～

～

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）着工

仮設備（櫓防音ハウス内斜路架台）撤去

覆工板下配管交換

エレベーターワイヤーロープ交換

巻上機制御盤交換（エレベーター用）

エレベーター非常停止装置交換

スカフォードスライド床電動シリンダー交換

スカフォード整備

入出坑管理システム更新

深度 研究アクセス北坑道冠水坑道内の環境整備（排水、換気及

び照明設備設置）

坑内高圧ケーブル敷設替え

電源切替盤設置

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）竣工

H19 

H18 

H19 

H19 

H19 

H19 

H19 

H18 

H18 

凡 例
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表 主な実施内容一覧表（ 工区）

年 月 日 記 事

～

～

～

～

～

～

～

～

～

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）着工

深度 研究アクセス南坑道床版撤去（ポストグラウチング区間）

ポストグラウチング

深度 研究アクセス南坑道床版復旧（ポストグラウチング区間）

巻上機油圧ユニット交換（スカフォード、キブル、エレベーター用）

受変電設備キュービクル内機器（高圧開閉器）交換

受変電設備床材撤去、復旧

堆積場掘削土保護マット防護

深度 ～ 工事用配管撤去

受変電設備キュービクル内機器（継電器及びリレー）交換

巻上機制御盤交換（スカフォード、キブル、エレベーター用）

深度 ～ 風管バンド交換

瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（ 工区その ）竣工
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工事工程

平成 年度、 年度（平成 年 月 日～平成 年 月 日）の実施工程を表 に示す。
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仮設備工事
仮設備撤去工

仮設備工事
覆工板下配管交換

仮設備工事
エレベーターワイヤー交換

仮設備工事
巻上げ機制御盤交換

仮設備工事
エレベーター非常停止装置交換

仮設備工事
エレベーター電動シリンダー交換

仮設備工事
冠水坑道試験準備工

仮設備工事
坑内高圧ケーブル敷設替

調査研究支援

深度500m研究アクセス南坑道床版撤去
（ポストグラウチング区間）

ポストグラウチング

深度500m研究アクセス南坑道床版復旧
（ポストグラウチング区間）

仮設備工事
巻上機油圧ユニット交換
（ｽｶﾌｫｰﾄﾞ、ｷﾌﾞﾙ、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ用）

仮設備工事
受変電設備キュービクル内機器
（高圧開閉器）交換

仮設備工事
受変電設備床材撤去、復旧

堆積場掘削土保護マット防護

仮設備工事
深度200m～300m工事用配管撤去

仮設備工事
受変電設備キュービクル内機器
（継電器及びリレー）交換

仮設備工事
巻上機制御盤交換
（ｽｶﾌｫｰﾄﾞ、ｷﾌﾞﾙ、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ用）

仮設備工事
深度30m～300m風管バンド交換

調査研究支援

11月 11月12月 1月 4月 5月

箇
所

工　　　　　種
平成28年度 平成29年度

4月 7月 8月 9月 10月 3月6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月

Ｂ
工
区

2月 3月

Ａ
工
区

5月 6月

表 研究坑道掘削工事実施工程表（ 工区）、（ 工区）
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工事実績

深度 研究アクセス北坑道冠水坑道における再冠水試験のための環境整備

再冠水試験は、地下施設の建設・操業によって影響を受けた地質環境特性の回復能力の例示と

関連する調査・解析技術の開発、ならびに坑道閉鎖技術の実証を目的として、深度 研究アク

セス北坑道（図 、 ）において実施している。

平成 年 月の坑道冠水以降、冠水坑道内の水圧は 週間ほどで約 まで上昇した。その

後、止水壁からの地下水の流出及び斜坑等からの地下水湧水により徐々に水圧が低下したものの、

年経過後はほぼ一定の値（約 ）となっている（図 ）。平成 年度は冠水状態を継

続し、平成 年度は、冠水坑道から地下水の一部排水と排水停止を行う試験（以下、一部排水・

減圧試験）を実施した（表 ）。一部排水・減圧試験は、排水期間や排水量が異なる条件で

回実施した。

図 深度 研究アクセス北坑道のレイアウト

図 再冠水試験の概要

 

 

水質観測孔
（埋め戻し材周辺の水質変化を観測）
左から順に
◆ 13MI45号孔(長さ：2.3m)
◆ 13MI46号孔(長さ：2.3m)
◆ 13MI47号孔(長さ：2.3m)
◆ 13MI48号孔(長さ：2.3m)

水圧・水質観測孔
（坑道掘削後の変化の把握）

◆13MI38号孔(長さ：102.1m)

ボーリング座

水圧・水質観測孔
（坑道掘削前の初期状態の評価）
◆12MI33号孔(長さ：107.0m)

水圧・水質観測孔
（冠水後の水圧回復過程を観測）
④13MI39号孔(長さ：16.5m)
⑤13MI40号孔(長さ：16.6m)
⑥13MI41号孔(長さ：16.6m)

冠水坑道 約43ｍ

力学観測孔
（冠水後の力学変化を観測）
①13MI42号孔(長さ：11.6m)
②13MI43号孔(長さ：11.6m)
③13MI44号孔(長さ：11.7m)

止水壁

ボーリングピット

①
②

③

④
⑤

⑥

試錐座の掘削 ボーリングピットの埋め戻し

水圧・水質モニタリング孔掘削・装置設置

坑道・モニタリング孔の掘削

冠水前の水圧・水質モニタリング

止水壁の施工・観測系再構築

冠水状態での水圧・水質モニタリング

一部排水・水圧減圧

排水，坑道内の状況確認

水圧・水質の初期状態の把握

坑道掘削影響の把握

坑道掘削後の定常状態の把握

埋め戻し材の状態の把握

止水壁施工方法の確認

止水技術の確認

止水壁，坑壁，埋め戻し材の状態把握

～H25.1

～H25.3

～H26.3

～H28.2

～H27.3

～H26.12終了

終了

坑道内および周辺観測孔での水圧回復，
化学条件変化の把握

終了

終了

終了

終了

再冠水及び水圧回復

再冠水状態を継続冠水及び止水壁の機能確認

～H28.2

終了

開始

坑道内および周辺観測孔での水圧回復
の再現性の把握

坑道内および周辺観測孔での水圧回復
の再現性の把握

H28.3～

坑道内および周辺観測孔での長期化学
条件変化の把握
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図 冠水坑道内の地下水の水圧変化

表 一部排水・減圧試験条件 

試験
排水開始

日時

排水停止

日時

排水期間

（日）

排水量

（ 日）

第 回 平均

第 回 平均

第 回 平均

一部排水・減圧試験終了後の平成 年 月には、冠水坑道の全排水を実施した。一部排水・減圧

試験及びその後の環境整備として、排水、換気及び照明設備を設置した（写真 ）。排水作業

は、冠水坑道内の水圧低下のために、止水壁上部に設置されているエア抜き管及び注水管からの

排水（約 日：冠水坑道の自然湧水量相当）を行い、冠水坑道内の水圧を確認した。その後、

止水壁下部に設置されている排水管バルブより排水し（約 ～ 日）、排水管からの排水によ

りマンホール位置より水位を低下させ、マンホールを開栓した。閉塞後、冠水坑道内へ排水ポン

プ、換気及び照明設備を設置した。 

写真 冠水坑道内の環境整備（排水、換気及び照明設備設置）
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深度 研究アクセス南坑道におけるポストグラウチング

深度 研究アクセス南坑道では、平成 、 年度にプレグラウチング（材料：普通ポルト

ランドセメント、超微粒子セメント、注入方法：静的注入）を実施したうえで坑道を掘削した。

プレグラウチング実施区間のうち、比較的湧水が多い区間（約 ）を対象に，平成 年度にさ

らなる湧水抑制を目指したポストグラウチング（材料：超微粒子セメント、溶液型材料、注入方

法：複合動的注入）を実施し、その湧水抑制効果について評価を行った 。ポストグラウチング

は、プレグラウチング範囲の外側を対象としてグラウト注入を行うことでさらに湧水量を抑制で

き、注入材料として溶液型材料（活性シリカコロイド）、注入方法として周波数の異なる脈動を組

合わせた複合波を用いた注入（複合動的注入）が効果的であることを確認した。

平成 年度は、平成 年度に実施したポストグラウチング区間で、比較的湧水箇所が多い範

囲を含む区間（坑道延長約 ）を対象に、坑道の個別の湧水箇所に対する湧水抑制を目的とした

ポストグラウチングを実施した（図 ）。上記のポストグラウチングと同様に、注入材料とし

て溶液型材料を使用し、注入方法として複合動的注入工法を適用した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 坑道の湧水箇所に対する湧水抑制対策技術としてのポストグラウチング実施範囲

 

先行ボーリング

換気立坑

ポストグラウチング範囲

プレグラウチング範囲

研究アクセス南坑道
換気立坑側→

ポストグラウチング範囲

坑道延長

16.2m

坑道延長

4.2m

グラウチングを実施しない場合
の予測に対して，プレグラウチ
ング及びポストグラウチングの
実施により約100分の1まで
低減

【湧水箇所が多い区間
（坑道延長4.2m）】

坑道の湧水箇所に対する
湧水抑制対策技術として
のポストグラウチング
（平成28年度実施）

坑道掘削完了後，さらなる湧水抑制を目指した
ポストグラウチング（平成26年度実施）

【比較的湧水量が多い区間
（坑道延長16.2m）】
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ポストグラウチングの前後で、坑道の湧水箇所に対して 箇所当りの湧水量を測定した結果、

それぞれの湧水箇所の湧水量を低減することができ、 箇所あった ℓ 以上の湧水箇所すべて

を ℓ 未満に低減することができた（図 、表 ）。わが国において坑道の湧水箇所

における湧水量に関して、基準や目安となる値はない。参考として、国外の事例でスウェーデン

では地層処分場の処分坑道における湧水箇所に対して、 箇所当りの湧水量が ℓ を超える場

合には、ポストグラウチングを実施することが目安とされている 。平成 年度に実施したさら

なる湧水抑制を目指したポストグラウチングにおいては、評価対象区間における坑道湧水量の低

減による湧水抑制効果を得ることができた 。この結果に加えて、平成 年度に実施したポスト

グラウチングでは 箇所当りの湧水量を低減することができ、個別の湧水箇所を対象としても、

湧水抑制効果が期待できる技術であることが確認できた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坑道壁面の展開図

（ は換気立坑壁面からの坑道延長位置 単位： ）
 

図中の[1],[2],[3],[5],[19] はポストラウチング実施前の

湧水量が ℓ 分以上の箇所

 
図 ポストグラウチング実施区間と湧水箇所の分布

  

換気立坑側→

東側壁面

天
井

地質スケッチ図

深度500m
研究アクセス南坑道

TD+91.1TD+95.3西側壁面

坑道掘削完了後，さらなる湧水抑制を
目指したポストグラウチング

※図中の数字は湧水箇所の位置を示す

ポストグラウ
チング

実施区間
4.2m

第1リング
（坑道奥側）

第2リング
（換気立坑側）

[1]

[2] [3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]
[9]

[11]
[10]

[13]
[12]

[14]

[15]

[16]

[17][18]

[20]

[19]
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表 ポストグラウチング実施前後の湧水箇所 箇所当りの湧水量

 

湧水箇所※ 
（換気立坑壁面から
の坑道延長位置） 

湧水量（ℓ ）

ポストラウチング 
実施前 

ポストグラウチング 
実施後 

※：湧水箇所の番号は図 中の湧水箇所の位置を示す。

坑内外仮設備の維持管理及び交換、撤去作業

平成 年度は、坑内外仮設備の維持管理作業のほか、老朽化した配管などの撤去や交換、主立

坑エレベーターのワイヤーロープ及び制御盤の交換を実施した。老朽化した配管のうち、坑内仮

設備では換気立坑の深度 ～ に設置されている工事用配管（排水管、予備排水管、給水管、

給気管）を撤去した（写真 ）。坑外仮設備では地上部に設置している配管（排水処理設備か

ら河川への放流管、排水処理設備と沈砂池との間の送水管）を交換した。主立坑エレベーターの

ワイヤーロープの交換は、これまで使用してきたワイヤーロープ（電纜入りロープ：長さ 、

径 ）を巻き取り、新たに製作した同じ仕様のワイヤーロープを巻き直した（写真 ）。

平成 年度は、老朽化した設備の交換や整備（主立坑高圧幹線ケーブル交換、換気立坑スパイ

ラル風管（排気用鋼管）固定部材交換、両立坑スカフォード整備、入出坑管理システム更新等）、

換気立坑巻上設備の制御盤（スカフォード、キブル、エレベーター用）の交換を実施した（写真

）。
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写真 配管の撤去（換気立坑深度 ～ 区間での作業状況）

 
 

写真 主立坑エレベーターのワイヤーロープ交換

（これまで使用してきたロープの巻き取り状況）

 
 

写真 換気立坑巻上設備制御盤の交換作業（地上巻上機室）
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工区の主な維持管理及び交換、撤去作業

①主立坑エレベーターのワイヤーロープの交換

エレベーターのワイヤーロープの交換は、既設のワイヤーロープをロープ巻き取り装置を用い

てドラムに巻き取り撤去し、新たに製作した同じ仕様のワイヤーロープを巻き直した（図 ）。

基本的な作業方法は以下の順に実施した。

）準備工

・ロープ巻き取り装置設置

・縦シーブ、水平シーブの設置

）既設ワイヤーロープの撤去

・ロープ巻き取り装置への空ドラム設置

・エレベーター巻上機から空ドラムへ既設ワイヤーロープの巻き取り

・既設ワイヤーロープを巻き取ったドラムの撤去

）新規ワイヤーロープの巻き直し

・ロープ巻き取り装置への新規ワイヤーロープドラム設置

・新規ワイヤーロープドラムからエレベーター巻上機へ新規ワイヤーロープの巻き直し

）エレベーターの試運転、調整

図 主立坑エレベーターワイヤーロープ
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②主立坑エレベーターの制御盤の交換

エレベーターの制御盤（図 ）の交換について、基本的な作業方法は以下の順に実施し

た。

）エレベーター制御、補機盤、ブレーキ電源盤解線・撤去

）エレベーターインバータ、コンバータ解線・撤去

）エレベーターインバータ、コンバータ設置・配線

）エレベーター制御、補機盤、ブレーキ電源盤設置・配線

）通電・通信状況確認

）操作盤解線・撤去

）操作盤設置・配線

）通電・通信状況確認

）運転席操作盤解線・撤去

）運転席操作盤設置・配線

）通電・通信状況確認

）スカフォード制御盤解線・撤去

）スカフォード制御盤設置・配線

）通電・通信状況確認

） クレーン制御盤、一人乗りゴンドラ制御盤解線・撤去

） クレーン制御盤、一人乗りゴンドラ制御盤設置・配線

）通電・通信状況確認

）試運転、交換完了

図 主立坑エレベーター制御盤
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③坑内高圧ケーブル敷設替え

平成 年 月に実施した電気設備の年次点検において、坑内高圧ケーブル（地上～深度

キュービクル～ キュービクル間）に水トリー現象※の発生が確認された。このまま放置して

おくと、高圧ケーブルの絶縁破壊が発生する恐れがあることから、ケーブルの敷設替えを行った

（図 ）。

高圧ケーブルの仕様検討では、既設高圧ケーブルは を使用していたが、これは 級

の立坑掘削を想定したケーブル仕様であったため、現在の までの設備を考慮したケーブルサ

イズを以下のように検討した。

・坑内キュービクルのトランス設備容量＝ ＝

・契約電力＝ × （電気供給規定で変圧器容量の換算係数） （予備）＝

・ （ × × ）＝

・ × （短絡電流）＝

○採用： 許容電流値： ×不採用： 許容電流値：

※水トリー現象：架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（ ケーブル）の絶縁層内に侵入

した微量の水分や異物が、経時変化により絶縁体の中を浸透し、絶縁劣化を経て絶縁破壊する現

象（当該現場は湿度が高く、ケーブルの端末部分に緑青の付着物が見られた）。

図 主立坑坑内高圧ケーブル配置

。 
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④地上覆工板下配管交換

経年劣化により腐食した地上覆工板下の配管を交換した（図 ）。配管の撤去、設置の数

量は以下の通りである。

・φ 撤去・設置：長さ （放流管）

・φ 設置：長さ （放流管）

・φ 撤去・設置：長さ （沈砂池⇔排水処理設備の送水管）

平成 年 月に沈砂池から排水処理設備の沈砂槽へ送水した際、排水処理設備の沈砂槽で吐出

量が少なかったため原因を調査した結果、地上覆工板下で漏水箇所を確認した。調査は沈砂池か

らの送水ポンプを稼動した状態で、配管の地上露出部の目視、覆工板の上からの異音調査を行っ

たところ、換気立坑櫓防音ハウス出入口前の覆工板下で漏水箇所を確認した。さらに覆工板を撤

去し配管を調査したところ、放流管の劣化が確認されたことから、既設放流管の撤去、新規設置

を行った。

 

沈砂池⇔排水処理設備の送水管（φ ）

図 地上覆工板下配管交換範囲
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工区の主な維持管理及び交換、撤去作業

①巻上げ機制御盤の更新

巻上げ機制御盤は巻上機室防音ハウス内の制御盤室（ユニットハウス）内に設置されているた

め、盤交換の準備工としてユニットハウスを一時解体して作業を行った。

また、今回交換対象外となっている盤（図 朱色の盤）も入れ替え作業の支障となる

ため一時搬出した。

平面図

側面図

図 換気立坑巻上機室防音ハウス

キブル用制御盤の搬入出は、屋外にテレスコクレーンを配置して行った。その他の制御盤は巻

き室の壁に近接しておりクレーンが転回できないため、巻き室内に小型の移動式クレーン（カニ

クレーン）を配置して出入り口前まで移動を行い、屋外のテレスコクレーンで荷受けを行った（図

）。

制御盤室（ユニットハウス） 

制御盤室（ユニットハウス） 
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（参考）制御盤重量

図 使用重機配置図及び制御盤重量 

カニクレーン 

テレスコクレーン 

カニクレーン テレスコクレーン 
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②立坑内の配管撤去及び補修

換気立坑内には工事用の配管（給気、排気、給水、排水）が配置されているが、現状では給気

（φ ビニール風管とφ 非常用給気管）と排気（φ スパイラル鋼管）を使用している。

これまでにも補修やビニール風管の交換等を行ってきたが、使用していない鋼管（給水、給気、

排水）の腐食が激しく落下の危険もあるため、特に状態が悪い ～ 区間を今回工事

において撤去した（写真 ）。

写真 既設配管腐食状況（GL-250m付近） 
（手前から排水管、給気管、非常用給気管、通信用塩ビ管） 

また、現在使用している排気管（φ スパイラル風管）を固定しているバンドも一部で腐食

が確認された。現状で外れている箇所は即時交換を実施したが、後日実施した点検の結果、設置

時期が比較的早い地上付近から までの区間の腐食が激しいことが判明したため、計画的

に交換を実施した（写真 ）。

写真 風管固定バンド腐食状況（GL-40m付近）
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図 に配管撤去及び風管固定バンド交換箇所を示す。また、撤去配管の詳細図を図

に、風管バンドの詳細図を図 に示す。

図 位置図及び換気立坑断面図

図 配管撤去詳細図

図 風管バンド交換詳細図
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③受変電設備の改修

受変電設備はその１工事（平成 年度）に設置し継続使用しており、開閉器やヒューズなどの

部品が更新推奨時期（ 年～ 年）に入ったため、その 工事から随時交換を行った。受変電設

備平面配置図を図 に、交換箇所一覧表を表 に示す。

なお、機器の交換には工事用電源を遮断する必要があるが、坑内の排水等を継続的に行ってお

り長時間の停電は不可能なため、毎年１回実施している電気設備の年次点検時に短時間で行える

よう、年度ごとに分割実施とする計画とした。

当初の計画では、平成 年度に開閉器、ヒューズの交換、平成 年度に地絡継電器の交換、

それ以外は平成 年度以降としていたが、平成 年度の電気設備年次点検時にタイマーリレー

の動作不能が確認された。不具合のあったリレーは即時交換したが、他のリレー機能を有する機

器も不具合が発生する可能性があるため、同種のキュービクル内リレー（写真 ）、過電流

継電器（写真 ）も平成 年度に追加実施することとした（表 ）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 受変電設備平面配置図 
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表 交換箇所一覧表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 交換機器リスト
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写真 キュービクル内リレー 写真 過電流継電器
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排水処理実績

①排水処理概要

排水処理設備は、研究坑道敷地内にその 工事にて構築された排水処理設備に加えて、平成

年 月に、立坑からの湧水に含まれる自然由来のふっ素やほう素が放流先河川において環境基準

を超えたことに起因して、岐阜県、瑞浪市、原子力機構で締結した環境保全協定※を遵守するよう

に増設された設備を引き続き使用する。当設備は排水処理能力を最大約 ㎥ 日とし、坑内水、

地上のバッチャープラントからの排水を処理する（図 ）。

※平成 年 月 日の「環境保全に関する基準書」については、付録１に添付する。

②排水処理水量

その 工事において平成 年度、平成 年度の処理水量は、表 、 の通りで、 日

平均放流量（処理水の排水量）は ㎥ 日（平成 年度）、 ㎥ 日（平成 年度）、 日平均

揚水量は ㎥ 日（平成 年度）、 ㎥ 日（平成 年度）である。

表 排水処理水量（平成 年度）

月集計 放流量 ㎥ 月 揚水量 ㎥ 月 給水量 ㎥ 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

合 計

日平均 ㎥ 日 ㎥ 日 ㎥ 日
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表 排水処理水量（平成 年度）

月集計 放流量 ㎥ 月 揚水量 ㎥ 月 給水量 ㎥ 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

合 計

日平均 ㎥ 日 ㎥ 日 ㎥ 日

※放流量（処理水の排水量）：排水処理設備の全工程を経て、狭間川に放流される水量。 
放流量には、降雨により沈砂池が増水した水を処理し放流した水量が含まれる。 
揚水量：主立坑、換気立坑、水平坑道からの湧水及び工事用設備の洗浄水等の総水量。 
給水量：排水処理設備で浄化された水を坑内作業に使用するために給水している量。 
揚水量には給水量が含まれている。 
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コンクリートの製造

①概要

コンクリート製造設備は、研究坑道敷地内にその 工事にて構築されたバッチャープラントを

引き続き使用する（図 ）。ただし、その 工事では製造実績はなく、維持管理のみ実施した。

・使用開始

平成 年 月

・能力

コンクリート最大供給量・・・・・

吹付コンクリート最大供給量・・・

・製造数量

平成 年度、 年度：製造実績なし

②製造順序

製造は骨材、材料受入、コンクリート製造の項目に分けられ、コンクリート製造のフローを以

下に示す。

配合設定

・表面水率（骨材検査）

材料投入

・水、セメント、骨材

一次練り

材料投入

・水、混和剤

二次練り

完了、排出

図

コ
ン

ク
リ
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図 コンクリート製造設備概要図

練り、能力 ～
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工事安全に関する記録

工区、 工区とも工事の安全に関しては災害等一切発生していない。安全管理活動については

両工区の日常からの徹底した教育・指導・巡視が奏功し、その 工事に関して無災害で推移して

いる。原子力機構としても毎日の安全巡視、月 回のチームリーダーパトロール、月末時の月例

パトロール、原子力機構・研究坑道掘削工事共同企業体で構成された安全連絡会議による合同安

全パトロール等を実施して無災害のみならず清潔で快適な作業環境の維持に努めた。表 、

に平成 年度、平成 年度の安全パトロールの累計を示す。また、平成 年度、平成 年度

の安全連絡会議等の安全巡視において事前に災害の芽を摘む注意事項を表 、 に、安全に

関する行事を表 、 にまとめた。

表 安全パトロールの累計（平成 年度）

 
注意事項数 良好事項数 合計

 
月

 
月

 
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

 
ヵ月

 
比率 ―

※指摘事項、指導事項はなし。
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表 安全パトロールの累計（平成 年度）

注意事項数 良好事項数 合計

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

ヵ月

比率 ―

※指摘事項、指導事項はなし。

  

表 安全連絡会議合同パトロール巡視結果（平成 年度）（ ）

 

巡 視 日 注 意 事 項

平成 年 月 日

・排水処理設備の掲示板で見えにくくなっているものがあるので対応を

お願いする。

・排水処理設備に朽ちたダンボールが置いてあるので片付けること。

平成 年 月 日
・深度 ｍ常用排水ピットの転落防止用チェーンの留め具が固着して

おり機能していないので直すこと。

平成 年 月 日 ・Ａ工区巻上室裏の資材養生シートのロープが外れていたので直すこと。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日

・Ａ工区櫓ハウス西側の倉庫（有機溶剤保管）の戸が施錠されていなか

ったので確認すること。

・Ａ工区櫓ハウス裏に塩ビ管の破片が落ちていたので片付けること。

平成 年 月 日
・Ｂ工区でキブルの荷物がキブル上面よりはみ出していた。荷物が片寄

って落下する恐れがあるので注意すること。
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表 安全連絡会議合同パトロール巡視結果（平成 年度）（ ）

 

巡 視 日 注 意 事 項

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日
・Ａ工区櫓ハウス内の給気管において、表面に錆が目立つ箇所があるの

で時機を見て塗装等の処置をお願いする。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

表 安全連絡会議合同パトロール巡視結果（平成 年度）

 

巡 視 日 注 意 事 項

平成 年 月 日
・堆積場への進入路沿いの木杭がゆるんでいる箇所があるので処置をお

願いする。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・堆積場の進入路に若干の土砂が流れ出していたので対処します。

平成 年 月 日 ・特になし。

 

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 
・冠水坑道内において、電工ドラムがケーブルを巻いた状態で使用され

ていたので、その場で是正した。

平成 年 月 日 ・特になし。

平成 年 月 日 ・特になし。
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表 安全に関する行事（平成 年度）

実 施 期 間 行 事 内 容

平成 年 月 日～ 日 春の全国交通安全運動

平成 年 月 日、 月 日 坑内緊急備品使用講習会

平成 年 月 日、 月 日 エレベーター操作の教育

平成 年 月 日～ 日 全国安全週間準備月間

平成 年 月 日～ 日 全国安全週間

平成 年 月 日～ 日 全国労働衛生週間準備月間

平成 年 月 日 総合防災訓練

平成 年 月 日～ 日 秋の全国交通安全運動

平成 年 月 日 救急法講習会実施

平成 年 月 日～ 日 全国労働衛生週間

平成 年 月 日～ 日 秋の全国火災予防運動

平成 年 月 日 総合防災訓練

平成 年 月 日～ 月 日 年末年始無災害運動

平成 年 月 日～ 日 春の全国火災予防運動

表 安全に関する行事（平成 年度）

実 施 期 間 行 事 内 容

平成 年 月 日～ 日 春の全国交通安全運動

平成 年 月 日 坑内緊急備品使用講習会

平成 年 月 日 エレベーター操作の教育

平成 年 月 日～ 日 全国安全週間準備月間

平成 年 月 日～ 日 全国安全週間

平成 年 月 日～ 日 全国労働衛生週間準備月間

平成 年 月 日、 日 救急法講習会実施

平成 年 月 日～ 日 秋の全国交通安全運動

平成 年 月 日 エレベーター操作の教育

平成 年 月 日～ 日 全国労働衛生週間

平成 年 月 日 坑内緊急備品使用講習会

平成 年 月 日 ゴンドラ運転の特別教育

平成 年 月 日～ 日 秋の全国火災予防運動

平成 年 月 日～ 月 日 年末年始無災害運動

平成 年 月 日 エレベーター操作の教育

平成 年 月 日 総合防災訓練

平成 年 月 日～ 日 春の全国火災予防運動
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その 工事において、作業中や設備の維持管理等で発生した不具合や連絡事項を以下に示す。

表 不具合や連絡事項等（ 工区）（ ）

 

発生日時 概要

平成 年 月 日（木）

時 分頃

件名：主立坑深度 付近の配管から漏水

状況： の給水ポンプを停止し の給水バルブを開け

配管内の水を抜くよう、 職員が作業員に指示。

原因：配管にピンホール程度の穴が空いた。

対策：ピンホール部をケレンし、金属パテで穴をふさぎ、配管補修

テープで固めた。

平成 年 月 日（水）

時 分頃

件名：エレベーターがコネクター接続異常により停止

状況：作業員が から へ移動しようとしたが、エレ

ベーターが作動しなかった（エレベーター運転席操作盤及び

エレベーター巻上げ機室操作盤でコネクター接続異常が表示

されていた）。

原因：エレベーターワイヤー巻取ドラム内のコネクターのゆるみ。

対策：一度取り外し電極部を清掃後、再接続。試運転で良好を確認。

平成 年 月 日（金）

時 分頃

件名：エレベーター巻上げ機用操作盤の交換作業中の負傷

状況：エレベーター巻上げ機室内で、エレベーター巻上げ機用操作

盤の交換作業中に、作業会社の技術指導員が、操作盤の上蓋

に左手中指先端を挟まれる事象が発生した。指先から出血が

あったため、瑞浪市内の東濃厚生病院で診察、治療を行った。

診断の結果は以下の通り。「左中指切断、左中指末節骨骨折」。

全治３ヵ月の見込み。第一関節より先で指の腹の部分が切れ、

骨が移動していたので、約 ㎝の長さで開き、骨を戻して

縫合した、とのこと。

原因：エレベーター巻上げ機用操作盤の交換のため、旧操作盤の上

蓋を開けて確認作業していたところ、上蓋用の開閉ロックが

固定されていなかったことが原因で、急に上蓋が閉まる状況

となった。技術指導員が咄嗟にこれを押さえようとした際、

本体と上蓋の間に指を挟んだ。

対策：交換作業に係わる手順書の再確認、安全教育の再実施。

：作業実施時の基本動作の徹底。

：新操作盤は上蓋の開閉が自動ロック機構であり、同じ事象は

発生しない。
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事故時の作業状況

 
平成 年 月 日（月）

時 分頃

件名：入出坑管理システムの不具合

状況：サーバーがフリーズ。再起動を行うが改善の傾向が見えない

ので、既存のデータ保護のため、サーバーの動作を停止。

原因：サーバーの寿命。

対策：代替システムを別に構築する。

システム構築までの緊急的な対策として入出坑の際は、中央

監視員に で連絡。中央監視員が手入力することとした。

入出坑管理システム改修（中央監視室）

罹災者

作業員①

作業員②

表 不具合や連絡事項等（ 工区）（ ） 
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表 不具合や連絡事項等（ 工区）（ ）

 

発生日時 概要

平成 年 月 日（水）

時 分頃

件名：煙感知センサーの異常（故障）

状況：中央監視室にて、深度 アクセス南坑道 設備横坑の煙感

知器が作動し警報が表示された。

原因：発報した煙感知センサー周辺を カメラで確認したところ、

煙の発生も無く周りの状況にも変化がなかった。また、ガス

検知器の値にも変動が無かったため、誤作動によるものと判

断した。煙感知センサーを取り外して基盤の導通と抵抗の検

査を行ったところ、導通の確認ができず基盤不良が原因であ

った。

（多湿条件下での使用によりコンデンサー等が腐食したため）

対策：誤作動のあった煙感知センサーを交換するとともに、坑内に

設置されている同種のセンサーを一斉点検した。

深度 アクセス南坑道 平面図

煙感知センサー 基盤腐食箇所

平成 年 月 日（木）

時 分頃

件名：エレベーターの不具合（エレベーターが動作しない。）

状況：スカフォードでエレベーターに乗り込み「巻上げ」ボタンを

押したがエレベーターは動作しなかった。

原因：地上付近にある分銅（エレベーターの巻上げ停止リミットス

イッチ）が戻っていなかった。これは寒さの影響で分銅内の

グリスが固着しエレベーターが地上部にあるものと誤認識さ

故障箇所 
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れ操作ができなかった。

対策：今後、気温 ℃を下回る日は分銅を上下させ動きを滑らかに

し、正常な動作を確認する。

地上エレベーター乗場上部

平成 年 月 日（月）

時 分頃

件名：バックホウのバケット動作用油圧ホースから微量の油漏れ

状況：構内の巡視中にバックホウのアーム付近に油が数滴落ちてい

るのを確認。バックホウを確認したところ、油圧ホースから

油が落ちていた。

原因：経年劣化により油圧ホースにひび割れが発生しており油が漏

れていた。

対策：発生当日に油圧ホースを交換した。巡視時には設備や重機の

経年劣化も視野に入れたチェックを行うこととした。

油圧ホースひび割れ発生箇所

エレベーターの上昇に

伴い分銅が上がり停止

スイッチが入る。 
 

分銅がこの位置で固着

し、停止スイッチが入

ったままとなった。 

分銅 

ひび割れ箇所 

表 不具合や連絡事項等（ 工区）（ ） 
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あとがき

平成 年 月 日着工した瑞浪超深地層研究所研究坑道掘削工事（その ）は、平成 年

月 日に竣工を迎えた。本工事記録をまとめるにあたって、ご協力いただいた 工区 、 工区

の皆様に感謝の意を表す。

参考文献 
東濃地科学センター：超深地層研究所 地層科学研究基本計画，

：

見掛信一郎，池田幸喜，松井裕哉，辻正邦，西垣誠：高圧湧水下におけるプレグラウチングと

ポストグラウチングを併用した湧水抑制効果の評価，土木学会論文集 （地圏工学）

平成 年 月 日（木）

時 分頃

件名：エレベーターの不具合（スライドデッキの動作不良）

状況：深度 のエレベーター乗場にてスライドデッキが作動せず

乗降ができなかった。

原因：当日（ ）モーターを交換して一旦復旧したが、動作しな

い不具合が再発した。後日（ ）製造メーカーによる点検を

行った結果、リニアドモーターブレーキの信号線の異常（絶縁

不良）が原因と分かった。

対策：スライドデッキのリニアドモーターブレーキの信号線を交換

し、その他（ 、 、 ）のスライドデッキも点検を行

い異常がないことを確認した。

深度 エレベーター乗場

スライドデッキ 
（２段目） 

表 不具合や連絡事項等（ 工区）（ ）
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付録１ 「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定」

 
環境保全協定にもとづく測定結果は、ホームページにおいて継続して公開。

平成 年度及び平成 年度は、掘削土の発生はないことから掘削土溶出試験はなし。

ホームページによる公開

瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定 第 条第 項

（環境保全対策）

第 条 機構は、研究所の事業活動に伴い発生する排出水、湧水、排出先河川水及び掘

削土（以下「排出水等」という。）について、水質汚濁防止法（昭和 年法律

第 号）第 条第 項に規定する排水基準、環境基本法（平成 年法律第

号）第 条第 項に規定する水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準その他

の環境規制等に基づき、適切に管理する。

機構は、自主測定に関し、関係自治体と協議の上、測定項目、管理目標値及び

測定頻度について定めた「環境保全に関する基準書」を作成する。

環境保全に関する基準書

以下に「環境保全に関する基準書」を添付する。

（瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定 第 条第 項関係）

法令改正を反映し、平成 年 月 日に基準書を改定（第 回）。
・平成 年 月から平成 年 月まで旧基準による。
・平成 年 月から平成 年 月まで新基準による。
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「環境保全に関する基準書」の新旧対照表

旧 新 備 考

１ 水質汚濁防止法第３条第１項に関する測定項目等  
測 定 項 目 法令に基づく 

規 制 基 準  管 理 目 標 値 自主測定頻度

水質汚濁 
（排出水） 

水 素 イ オ ン 濃 度 ～  ～  月１回

浮 遊 物 質 量 日間平均 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
カ ド ミ ウ ム ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
全 シ ア ン ／ℓ以下 検出されないこと 
有 機 燐 化 合 物 ／ℓ以下 検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム ／ℓ以下 ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
総 水 銀 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと 検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ ／ℓ以下 検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ジ ク ロ ロ メ タ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
チ オ ベ ン カ ル ブ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
セ レ ン ／ℓ以下 ／ℓ以下 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素  ／ℓ以下 
ふ っ 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ほ う 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ｱﾝﾓﾆｱ､ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物､ 
亜硝酸化合物及び硝 
酸化合物 

１ℓにつきｱﾝﾓﾆｱ性 
窒素に を乗じた 
もの、亜硝酸性窒素 
及び硝酸性窒素の合 
計量  

 

 

 
 
 

１ 水質汚濁防止法第３条第１項に関する測定項目等  
測 定 項 目 法令に基づく 

規 制 基 準  管 理 目 標 値 自主測定頻度

水質汚濁 
（排出水） 

水 素 イ オ ン 濃 度  ～  ～  月１回

浮 遊 物 質 量 日間平均 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
カ ド ミ ウ ム ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
全 シ ア ン ／ℓ以下 検出されないこと 
有 機 燐 化 合 物 ／ℓ以下 検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム ／ℓ以下 ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
総 水 銀 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと 検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ ／ℓ以下 検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ジ ク ロ ロ メ タ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下② ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ／ℓ以下 ／ℓ以下

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
チ オ ベ ン カ ル ブ  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 ／ℓ以下 
セ レ ン ／ℓ以下 ／ℓ以下 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素  ／ℓ以下 
ふ っ 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 
ほ う 素 ／ℓ以下 ／ℓ以下 

ｱﾝﾓﾆｱ､ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物､ 
亜硝酸化合物及び硝 
酸化合物 

１ℓにつきｱﾝﾓﾆｱ性 
窒素に を乗じた 
もの、亜硝酸性窒素 
及び硝酸性窒素の合 
計量  

 

ジ オ キ サ ン ／ℓ以下② ／ℓ以下①

①環境基本法改正
による。

②水質汚濁防止法
に係る省令改正に
よる。
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旧 新 備 考

 
２ 環境基本法第１６条に関する測定項目等 

測 定 項 目 管 理 目 標 値 自主測定頻度 
水質汚濁 

（放流先河川水） 
水素イオン濃度  ～  月１回

浮 遊 物 質 量  ／ℓ以下 
カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下① 
全 シ ア ン  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 
ジクロロメタン  ／ℓ以下 

ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下 
チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ／ℓ以下 
ふ っ 素  ／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

 

２ 環境基本法第１６条に関する測定項目等 
測 定 項 目 管 理 目 標 値 自主測定頻度 

水質汚濁 
（放流先河川水） 

水素イオン濃度 ～  月１回

浮 遊 物 質 量  ／ℓ以下 
カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下① 
全 シ ア ン  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 
ジクロロメタン  ／ℓ以下 

ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下 
チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ／ℓ以下 
ふ っ 素  ／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

ジ オ キ サ ン ／ℓ以下①

 

①環境基本法改正
による。
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旧 新 備 考

 
３ その他の測定項目 

測 定 項 目 参 考 値 自主測定頻度 
１．水質汚濁 
（湧水） 

カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下① 月１回

全 シ ア ン  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 

ジクロロメタン  ／ℓ以下 
ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ① ／ℓ以下① 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下

チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ／ℓ以下 
ふ っ 素  ／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

 
水素イオン濃度 ―

塩 化 物 イ オ ン ― 濃度推移の確認

２．土壌汚染 
（掘削土の溶出量） 

カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下 月１回

全 シ ア ン  検出されないこと 
有 機 燐  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 

  

３ その他の測定項目 
測 定 項 目 参 考 値 自主測定頻度 

１．水質汚濁 
（湧水） 

カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下① 月１回

全 シ ア ン  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下① 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 
クロロエチレン①
（別名塩化ビニル又は塩化ビニルモノマー） ／ℓ以下①

ジクロロメタン  ／ℓ以下 
ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下① 
ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ※ ／ℓ以下① 
ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下 

チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ／ℓ以下 
ふ っ 素  ／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

ジ オ キ サ ン ／ℓ以下①

水素イオン濃度 ―

塩 化 物 イ オ ン ― 濃度推移の確認

２．土壌汚染 
（掘削土の溶出量） 

カ ド ミ ウ ム  ／ℓ以下 月１回

全 シ ア ン 検出されないこと 
有 機 燐  検出されないこと 
鉛  ／ℓ以下 
六 価 ク ロ ム  ／ℓ以下 
砒 素 ／ℓ以下 
総 水 銀  ／ℓ以下 
ア ル キ ル 水 銀  検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ  検出されないこと 
ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ／ℓ以下 
ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ  ／ℓ以下 
四 塩 化 炭 素  ／ℓ以下 
クロロエチレン①

（別名塩化ビニル又は塩化ビニルモノマー） 
／ℓ以下① 

①環境基本法改正
による。

※（補足）

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝの

濃度は、ｼｽ体の

濃度とﾄﾗﾝｽ体の

濃度の和に改正。
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ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下① 
ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下
 チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 

シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 
ふ っ 素  ／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

  
３．花木の森散策路における空間放射線線量率

 
 
 
  

周辺地域の空間放射線
線量率と同等

３ヶ月の集積空間放射
線線量から算出

 
※参考値の取り扱い

１．湧水の測定結果については，参考値と比較し，排水処理プラントの運転に反映する。

２．掘削土の溶出量の測定結果については，参考値と比較し，原則として「建設工事で遭遇する地盤

汚染対応マニュアル」（（独）土木研究所編 平成 年 月）に基づき対応する。

３．花木の森散策路における空間放射線線量率については，周辺地域の空間放射線線量率（機構が瑞

浪・土岐市内の 地点で測定している空間放射線線量率）と比較し、堆積場の管理に反映する。

なお、周辺地域の最大値を超えた場合には、研究所に起因するものかどうか原因を究明し、必要であれ

ば適切な処置を講ずるものとする。

※※掘削土の取り扱い

１．ふっ素、ほう素、砒素、鉛及び総水銀の５項目について、「３．その他の測定項目 ２．土壌

汚染（掘削土の溶出量）」に定める測定に加えて、掘削区間程度毎の溶出量の測定を実施する。

その測定結果が参考値を超えている場合は、上記「参考値の取り扱い ２．」に基づき対応する。

作成 平成１７年１１月１６日

第１回改定 平成１８年 ７月２１日

第 回改定 平成２０年 ６月 ２日

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  ／ℓ以下 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ ﾝ  ／ℓ以下①

ｼｽ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  ／ℓ以下 
ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ／ℓ以下 

チ ウ ラ ム  ／ℓ以下 
シ マ ジ ン  ／ℓ以下 
チオベンカルブ  ／ℓ以下 
ベ ン ゼ ン  ／ℓ以下 
セ レ ン  ／ℓ以下 
ふ っ 素  
セ レ ン  
ふ っ 素  

／ℓ以下 
ほ う 素  ／ℓ以下 

ジ オ キ サ ン ／ℓ以下① 
３．花木の森散策路における空間放射線線量率

 
 
 
 

周辺地域の空間放射線
線量率と同等

３ヶ月の集積空間放射
線線量から算出

 
※参考値の取り扱い

１．湧水の測定結果については，参考値と比較し，排水処理プラントの運転に反映する。

２．掘削土の溶出量の測定結果については，参考値と比較し，原則として「建設工事で遭遇する地盤汚染

対応マニュアル」（（独）土木研究所編 平成 年 月）に基づき対応する。

３．花木の森散策路における空間放射線線量率については，周辺地域の空間放射線線量率（機構が瑞浪・

土岐市内の 地点で測定している空間放射線線量率）と比較し、堆積場の管理に反映する。なお、周

辺地域の最大値を超えた場合には、研究所に起因するものかどうか原因を究明し、必要であれば適切

な処置を講ずるものとする。

※※掘削土の取り扱い

１．ふっ素、ほう素、砒素、鉛及び総水銀の５項目について、「３．その他の測定項目 ２．土壌

汚染（掘削土の溶出量）」に定める測定に加えて、掘削区間程度毎の溶出量の測定を実施する。

その測定結果が参考値を超えている場合は、上記「参考値の取り扱い ２．」に基づき対応する。

作成 平成１７年１１月１６日

第１回改定 平成１８年 ７月２１日

第 回改定 平成２０年 ６月 ２日

第 回改定 平成２９年 月 日

①環境基本法改正
による。

改定日追記
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付録２ 工事諸元算出資料（平成 年度、 年度）

 
以下にその 工事の平成 年度、 年度分を添付する。

① 建設副産物 
② 排水処理水量算出根拠 
③ 排水処理設備薬剤使用量 
 
 

① 建設副産物 
 
建設副産物搬出量（ 工区） （単位：㎏）

 
 
建設副産物搬出量（ 工区） （単位：㎏）

 
 

建設副産物 総括表

年 度 コンクリート塊 建設発生木材
アスファルト・

コンクリート塊
建設汚泥

その他建設混合

廃棄物等
計

平成 年度

平成 年度

合 計

年 度 コンクリート塊 建設発生木材
アスファルト・

コンクリート塊
建設汚泥

その他建設混合

廃棄物等
計

平成 年度

平成 年度

合 計

工 区 建設汚泥（ ）
その他の建設

廃棄物（ ）

工区

工区

合 計
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ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 工区 

平成 年 月 日～平成 年 月 日
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B 工区 
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A 工区 

平成 年 月 日～平成 年 月 日
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B 工区 
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② 排水処理水量算出根拠 
 
その 工事 平成 年度（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

月集計 放流量（㎥） 揚水量（㎥） 給水量（㎥）

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

合 計

日平均 ㎥ 日 ㎥ 日 ㎥ 日

※放流量（処理水の排水量）：排水処理設備の全工程を経て、狭間川に放流される水量。 
放流量には、降雨により沈砂池が増水した水を処理し放流した水量が含まれる。 
揚水量：主立坑、換気立坑、水平坑道からの湧水及び工事用設備の洗浄水等の総水量。 
給水量：排水処理設備で浄化された水を坑内作業に使用するために給水している量。 
揚水量には給水量が含まれている。 

以降、算出資料を添付 
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維
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理
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成
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年
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月
1
6
日
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成
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8
年
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月
1
7
日
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成
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年
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月
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日

平
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年
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月
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9
日
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板
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設
備
維
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月
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日
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設
備
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年
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年
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成
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年
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日
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維
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日
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成
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年
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日
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2
8
年
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0
月
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0
日

平
成
2
8
年
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0
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1
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日

仮
設
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維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
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1
2
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
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月
1
3
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
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1
4
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理
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成
2
8
年
1
0
月
1
5
日

平
成
2
8
年
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0
月
1
6
日

平
成
2
8
年
1
0
月
1
7
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
1
8
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
1
9
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
2
0
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
2
1
日

仮
設
備
維
持
管
理

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
2
2
日

平
成
2
8
年
1
0
月
2
3
日

平
成
2
8
年
1
0
月

平
成
2
8
年
1
0
月
2
4
日

E
V
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ交
換

仮
設
備
維
持
管
理

放
流
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平
成
2
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年
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0
月
2
5
日

E
V
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ交
換

仮
設
備
維
持
管
理

平
成
2
8
年
1
0
月
2
6
日

E
V
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ交
換

仮
設
備
維
持
管
理

揚
水
量

平
成
2
8
年
1
0
月
2
7
日

E
V
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ交
換

仮
設
備
維
持
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理
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成
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年
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0
月
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日

E
V
ﾜ
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ﾔ
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ﾌ
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換
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設
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維
持
管
理
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成
2
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年
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月
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9
日

E
V
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
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換
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成
2
8
年
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月
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日
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成
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年
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月
3
1
日

E
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換
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設
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持
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日

E
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換
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備
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持
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理
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月
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日

E
V
ﾜ
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ﾌ
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換
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設
備
維
持
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理
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成
2
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年
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月
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E
V
ﾜ
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ﾌ
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換
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月
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E
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成
2
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その 工事 平成 年度（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

月集計 放流量（㎥） 揚水量（㎥） 給水量（㎥）

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

合 計

日平均 ㎥ 日 ㎥ 日 ㎥ 日

※放流量（処理水の排水量）：排水処理設備の全工程を経て、狭間川に放流される水量。 
放流量には、降雨により沈砂池が増水した水を処理し放流した水量が含まれる。 
揚水量：主立坑、換気立坑、水平坑道からの湧水及び工事用設備の洗浄水等の総水量。 
給水量：排水処理設備で浄化された水を坑内作業に使用するために給水している量。 
揚水量には給水量が含まれている。 
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接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
7
月
2
1
日

深
度
5
0
0
ｍ
配
管
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
7
月
2
2
日

平
成
2
9
年
7
月
2
3
日

平
成
2
9
年
7
月

平
成
2
9
年
7
月
2
4
日

巻
上
室
内
片
付
、
清
掃

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

放
流
量

平
成
2
9
年
7
月
2
5
日

巻
上
室
内
片
付
、
清
掃

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
7
月
2
6
日

巻
上
室
内
片
付
、
清
掃

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

揚
水
量

平
成
2
9
年
7
月
2
7
日

巻
上
室
内
片
付
、
清
掃

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
7
月
2
8
日

巻
上
室
内
片
付
、
清
掃

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

給
水
量

平
成
2
9
年
7
月
2
9
日

平
成
2
9
年
7
月
3
0
日

平
成
2
9
年
7
月
3
1
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
1
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
2
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

電
気
設
備
年
次
点
検

平
成
2
9
年
8
月
3
日

電
気
設
備
年
次
点
検

電
気
設
備
年
次
点
検

平
成
2
9
年
8
月
4
日

電
気
設
備
年
次
点
検

電
気
設
備
年
次
点
検

平
成
2
9
年
8
月
5
日

平
成
2
9
年
8
月
6
日

平
成
2
9
年
8
月
7
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
8
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
9
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
1
0
日

現
場
閉
所
準
備

現
場
閉
所
準
備

平
成
2
9
年
8
月
1
1
日

平
成
2
9
年
8
月
1
2
日

平
成
2
9
年
8
月
1
3
日

平
成
2
9
年
8
月
1
4
日

平
成
2
9
年
8
月
1
5
日

排
水
処
理
数
量
算
出
根
拠
（
平
成
2
9
年
4
月
1
日
～
平
成
3
0
年
3
月
3
1
日
）

日
付

立
坑
深
度
，
水
平
坑
掘
削
長

放
流
量

揚
水
量

給
水
量

月
集
計
(m
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A
工
区

A
工
区
予
備

A
工
区
横
坑

B
工
区

B
工
区
予
備

B
工
区
横
坑

A
工
区

B
工
区

合
計

A
工
区

B
工
区

合
計

立
坑
セ
ン
タ
ー
か
ら
〔
m
〕

立
坑
セ
ン
タ
ー
か
ら
　
〔
m
〕

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

平
成
2
9
年
8
月
1
6
日

平
成
2
9
年
8
月
1
7
日

平
成
2
9
年
8
月
1
8
日

平
成
2
9
年
8
月
1
9
日

平
成
2
9
年
8
月
2
0
日

平
成
2
9
年
8
月
2
1
日

一
斉
点
検

一
斉
点
検

平
成
2
9
年
8
月
2
2
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
2
3
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月

平
成
2
9
年
8
月
2
4
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

放
流
量

平
成
2
9
年
8
月
2
5
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

各
深
度
連
接
部
清
掃
塗
装

平
成
2
9
年
8
月
2
6
日

揚
水
量

平
成
2
9
年
8
月
2
7
日

平
成
2
9
年
8
月
2
8
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

坑
内
整
備

給
水
量

平
成
2
9
年
8
月
2
9
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

坑
内
整
備

平
成
2
9
年
8
月
3
0
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

坑
内
整
備

平
成
2
9
年
8
月
3
1
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

坑
内
整
備

平
成
2
9
年
9
月
1
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

坑
内
整
備

平
成
2
9
年
9
月
2
日

平
成
2
9
年
9
月
3
日

平
成
2
9
年
9
月
4
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

立
て
坑
内
ｽ
ﾊ
ﾟｲ
ﾗ
ﾙ
風
管
固
定

平
成
2
9
年
9
月
5
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

立
て
坑
内
ｽ
ﾊ
ﾟｲ
ﾗ
ﾙ
風
管
固
定

平
成
2
9
年
9
月
6
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

立
て
坑
内
ｽ
ﾊ
ﾟｲ
ﾗ
ﾙ
風
管
固
定

平
成
2
9
年
9
月
7
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

立
て
坑
内
ｽ
ﾊ
ﾟｲ
ﾗ
ﾙ
風
管
固
定

平
成
2
9
年
9
月
8
日

平
成
2
9
年
9
月
9
日

平
成
2
9
年
9
月
1
0
日

平
成
2
9
年
9
月
1
1
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

櫓
設
備
内
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
1
2
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

櫓
設
備
内
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
1
3
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

櫓
設
備
内
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
1
4
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

櫓
設
備
内
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
1
5
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

櫓
設
備
内
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
1
6
日

平
成
2
9
年
9
月
1
7
日

平
成
2
9
年
9
月
1
8
日

平
成
2
9
年
9
月
1
9
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
2
0
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
2
1
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
2
2
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

平
成
2
9
年
9
月

平
成
2
9
年
9
月
2
3
日

放
流
量

平
成
2
9
年
9
月
2
4
日

平
成
2
9
年
9
月
2
5
日

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
室
下
鉄
骨
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

揚
水
量

平
成
2
9
年
9
月
2
6
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

地
上
設
備
塗
装

平
成
2
9
年
9
月
2
7
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

深
度
5
0
0
ｍ
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ

給
水
量

平
成
2
9
年
9
月
2
8
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

深
度
5
0
0
ｍ
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ

平
成
2
9
年
9
月
2
9
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

深
度
5
0
0
ｍ
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ

平
成
2
9
年
9
月
3
0
日

排
水
処
理
数
量
算
出
根
拠
（
平
成
2
9
年
4
月
1
日
～
平
成
3
0
年
3
月
3
1
日
）

日
付

立
坑
深
度
，
水
平
坑
掘
削
長

放
流
量

揚
水
量

給
水
量

月
集
計
(m
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A
工
区

A
工
区
予
備

A
工
区
横
坑

B
工
区

B
工
区
予
備

B
工
区
横
坑

A
工
区

B
工
区

合
計

A
工
区

B
工
区

合
計

立
坑
セ
ン
タ
ー
か
ら
〔
m
〕

立
坑
セ
ン
タ
ー
か
ら
　
〔
m
〕

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

/
日

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日

平
成
2
9
年
1
0
月
2
日

巻
上
室
屋
根
棒
酢
補
修

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
3
日

高
圧
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
敷
設
工

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
4
日

巻
上
室
屋
根
棒
酢
補
修

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
5
日

巻
上
室
屋
根
棒
酢
補
修

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
6
日

高
圧
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
敷
設
工

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
7
日

高
圧
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
敷
設
工

平
成
2
9
年
1
0
月
8
日

高
圧
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
敷
設
工

平
成
2
9
年
1
0
月
9
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
1
0
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
1
1
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
1
2
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
1
3
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

5
0
0
ｍ
ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備

平
成
2
9
年
1
0
月
1
4
日

平
成
2
9
年
1
0
月
1
5
日

平
成
2
9
年
1
0
月
1
6
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
1
7
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
1
8
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
1
9
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
2
0
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
2
1
日

平
成
2
9
年
1
0
月
2
2
日

平
成
2
9
年
1
0
月
2
3
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月

平
成
2
9
年
1
0
月
2
4
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

放
流
量

平
成
2
9
年
1
0
月
2
5
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
2
6
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

揚
水
量

平
成
2
9
年
1
0
月
2
7
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
室
解
体

平
成
2
9
年
1
0
月
2
8
日

給
水
量

平
成
2
9
年
1
0
月
2
9
日

平
成
2
9
年
1
0
月
3
0
日

巻
上
室
屋
根
棒
酢
補
修

資
材
搬
入

平
成
2
9
年
1
0
月
3
1
日

巻
上
室
屋
根
棒
酢
補
修

資
材
搬
入

平
成
2
9
年
1
1
月
1
日

螺
旋
階
段
撤
去

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
2
日

螺
旋
階
段
撤
去

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
3
日

平
成
2
9
年
1
1
月
4
日

平
成
2
9
年
1
1
月
5
日

平
成
2
9
年
1
1
月
6
日

櫓
設
備
内
ケ
レ
ン
・
塗
装

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
7
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
8
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
9
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
1
0
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
1
1
日

平
成
2
9
年
1
1
月
1
2
日

平
成
2
9
年
1
1
月
1
3
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
1
4
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
工

制
御
盤
交
換

平
成
2
9
年
1
1
月
1
5
日

ｽ
ｶ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
整
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③ 排水処理設備薬剤使用量 
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付録３ 工事写真（平成 年度、 年度）

 
（主立坑）地上設備 その 工事着手時 櫓防音ハウス

 
 

 
（主立坑）地上仮設備 コンクリート荷卸し用斜路撤去
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（主立坑）地上仮設備 覆工板下配管交換

 
 

 
（主立坑）地上仮設備 覆工板下配管交換
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（主立坑）仮設備 エレベーターワイヤーロープ交換

 
 

（主立坑）仮設備 エレベーターワイヤーロープ交換 
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（主立坑）地上仮設備 巻上げ機制御盤交換

 
（主立坑）地上仮設備 運転室操作盤交換
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（主立坑）立坑内仮設備 エレベーター非常停止装置交換

（主立坑）立坑内仮設備 エレベータースライドデッキ電動シリンダー交換 
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（主立坑）冠水坑道試験準備 バルブ設置状況

 
 

 
（主立坑）冠水坑道試験準備 換気設備設置状況
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（主立坑）坑内仮設備 高圧ケーブル敷設替

 
 

 
（主立坑）坑内仮設備 高圧ケーブル敷設替
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（主立坑）坑内仮設備 深度 研究アクセス北坑道 送風管交換

 
 

（主立坑）地上仮設備 入出坑管理システム改修
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（主立坑）排水処理設備 砂ろ過材交換

 
 

（主立坑）地上仮設備 安全看板整備状況
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（主立坑）深度 研究アクセス北坑道 竣工状況
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（換気立坑）地上設備 その 工事着手時 櫓防音ハウス

（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 その７工事着手時状況
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（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 床版取壊し状況

（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 ポストグラウチング削孔状況
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（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 ポストグラウチング注入状況

（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 排水側溝設置状況
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（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 床版復旧（コンクリート打設）

（換気立坑）地上仮設備 巻上機油圧ユニット交換
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（換気立坑）地上仮設備 受変電設備改修（高圧開閉器交換）

（換気立坑）地上仮設備 受変電設備改修（床材交換）
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（換気立坑）堆積場 掘削土保護マット防護 設置状況

（換気立坑）地上仮設備 受変電設備改修（継電器及びリレー交換）
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（換気立坑）地上仮設備 巻上機制御盤撤去

（換気立坑）地上仮設備 巻上機制御盤設置
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（換気立坑）立坑内仮設備 深度 ～ 風管バンド交換

（換気立坑）地上仮設備 維持管理作業状況（櫓設備塗装）
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（換気立坑）地上仮設備 維持管理作業状況（受変電設備塗装）

（換気立坑）産業廃棄物搬出 脱水ケーキ積込状況
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（換気立坑）深度 研究アクセス南坑道 竣工状況
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）

乗数 名称 名称記号 記号乗数






